
－

小
規
模
事
業
登
録

制
度
の
創
設－

問

建
設
業
の
許
可
の
有
無
を

問
わ
ず
、
市
内
に
事
業
所
の
あ

る
建
設
業
者
に
学
校
園
や
公
共

施
設
な
ど
市
が
発
注
す
る
小
規

模
の
工
事
や
修
繕
を
受
注
す
る

制
度
を
創
設
せ
よ
。

理
事

市
の
発
注
工
事
の
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
行
の

市
内
業
者
が
著
し
く
減
少
す
る

な
ど
の
場
合
に
は
、
制
度
化
に

向
け
検
討
し
た
い
。

－

生
活
困
窮
者
へ
の

現
物
支
援－

問

生
活
保
護
の
申
請
か
ら
給

付
決
定
ま
で
は
約
二
週
間
か
か

り
、
そ
の
間
の
現
物
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

市
が
実
施
主
体
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

－

市
民
共
済
の
廃
止
撤
回－

問

交
通
災
害
・
火
災
共
済
は

年
六
百
円
で
万
一
の
交
通
事
故

や
火
災
に
あ
っ
た
と
き
に
、
保

険
金
が
出
る
安
価
で
身
近
な
保

険
制
度
と
し
て
喜
ば
れ
、
四
十

年
間
続
け
ら
れ
て
き
た
。
会
計

も
黒
字
で
廃
止
す
る
理
由
は
な

く
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

府
下
自
治
体

の
大
半
は
廃
止
を
決
定
し
、
ニ

ー
ズ
も
民
間
保
険
へ
シ
フ
ト
し

て
お
り
、
一
定
の
役
割
を
終
え

た
と
考
え
て
い
る
。

－

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
へ
の
取
り
組
み－

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実

現
に
よ
り
、
公
共
交
通
に
シ
フ

ト
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

ま
た
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る

た
め
、
交
通
専
門
家
や
市
民
を

入
れ
た
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

市
内
公
共
交

通
の
実
態
把
握
を
行
い
、
交
通

不
便
地
域
の
利
便
性
の
向
上
と

温
暖
化
防
止
の
面
か
ら
も
公
共

交
通
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

－

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
応－

問

重
症
化
し
や
す
い
方
々
へ

の
情
報
提
供
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
、

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
確
保
を
行

い
、
早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う

医
師
会
、
医
療
機
関
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
や
ハ
イ

リ
ス
ク
の
方
々
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
市
独
自
の
補
助
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
部
長

医
師
会
等
と
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
、
定
期
的

な
連
絡
会
議
を
設
置
し
て
い
き

た
い
。
接
種
補
助
に
つ
い
て
は

国
、
府
及
び
先
行
市
町
村
の
動

向
を
見
て
、
検
討
し
た
い
。

－

盾
津
中
学
校
の
施
設
整
備－

問

千
名
を
超
え
る
府
下
最
大

の
過
大
校
で
あ
る
盾
津
中
学
の

教
育
環
境
は
生
徒
数
に
見
合
う

施
設
が
整
っ
て
い
な
い
。
特
別

教
室
を
含
め
、
早
急
に
施
設
整

備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長

現
在
、
耐
震

化
を
最
優
先
に
進
め
て
お
り
、

普
通
教
室
の
不
足
解
消
、
特
別

教
室
の
拡
充
は
、
盾
津
中
学
を

は
じ
め
大
規
模
校
が
対
象
と
な

る
。
校
舎
の
増
改
築
を
含
め
整

備
を
検
討
す
る
。

－

保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
策－

問

待
機
児
童
の
解
消
策
に
つ

い
て
、
全
体
構
想
と
年
次
的
計

画
及
び
今
後
の
保
育
所
整
備
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
示
せ
。

福
祉
部
長

来
年
四
月
に
定
員

増
を
図
る
た
め
、
民
間
保
育
所

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
に
は
新
設
園

を
創
設
し
て
定
員
増
を
図
り
今

後
も
引
き
続
き
施
設
整
備
を
行

い
た
い
。

－

労
働
組
合
に
対
す
る

団
体
交
渉
の
拒
否－

問

市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
環

境
保
全
公
社
で
使
用
者
側
が
正

当
な
要
求
に
基
づ
く
労
働
組
合

の
団
体
交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
。

市
と
し
て
団
体
交
渉
に
応
じ
る

よ
う
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長

市
が
出
資
し
て
い

る
外
郭
団
体
と
は
い
え
、
法
的

に
独
立
し
た
財
団
法
人
で
の
労

使
間
の
課
題
は
、
基
本
的
に
そ

の
法
人
内
の
問
題
と
考
え
る
。

本 会 議

の

質問から

－
市
税
等
債
権
の
滞
納
問
題－

問

本
市
は
、
平
成
二
十
年
度

に
お
い
て
経
常
収
支
比
率
が
九

十
八
・
六
％
と
非
常
に
硬
直
化

し
た
財
政
状
況
に
あ
る
。
さ
ら

な
る
景
気
悪
化
に
よ
る
市
民
税

を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源
へ

の
影
響
は
必
至
で
あ
り
、
い
か

に
財
源
を
確
保
し
て
滞
り
な
く

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か

は
、
市
長
の
力
量
に
か
か
っ
て

い
る
。
歳
入
の
確
保
を
図
る
た

め
滞
納
問
題
へ
の
着
手
が
急
務

で
あ
る
が
、
税
金
を
は
じ
め
と

す
る
債
権
が
、
毎
年
、
莫
大
な

額
を
不
納
欠
損
処
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
浜
松
市
は

全
国
に
先
駆
け
て
市
税
の
訪
問

催
告
を
民
間
委
託
し
初
期
催
告

府下最大の過大校である本校。教育の

機会均等を図るためにも特別教室など

の早期整備が待望されます。

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

日
本
共
産
党

代
表
質
問

個
人
質
問

浜

正
幸

三
輪

秀
一

個
人
質
問

個
人
質
問

塩
田

清
人

内
海

公
仁

自
由
民
主
党

代
表
質
問

藤
木

光
裕

個
人
質
問

岡

修
一
郎

市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
対
策
を
�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
市
独
自
の
補
助
を
�

滞
納
問
題
を
早
期
解
決
し
財
源
の
確
保
を
図
れ
�

学
力
向
上
の
た
め
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
断
固
求
め
る
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